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ご あ い さ つ 
 

日頃、みなさまには格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます｡ 

 毎年、みなさまに「新井しんきん」に対するご理解を深めていただく為に、３月末決

算確定後に当金庫の経営方針や業務内容、業績等をわかりやすくご案内したディスクロ

ージャー誌を作成し、半年経過した９月末の自己資本比率や不良債権等、主要な項目の

現況についてご案内致しております。この資料をご覧いただきまして新井しんきんに対

するご理解、ご信頼をより一層深めていただければ幸いに存じます。 

 現下のわが国経済は、コロナ禍後社会となり経済活動の正常化が進み、観光や飲食を

中心に、サービス消費やインバウンド消費が回復することで景気の緩やかな回復基調が

続いております。また、ウクライナへのロシア侵攻とパレスチナをめぐる地政学リスク

も新たな展開を迎える中、原材料・製品価格・燃料・食料品価格の高騰等の状況が続い

ております。一方米国のトランプ大統領の関税政策により、日米の株式市場、為替相場、

各種金利の動向と、今後それらが世界そして日本の金融・経済に与える影響が懸念され

ています。 

 地元経済においても、交流人口の増加から、観光業や飲食業等の集客数も増加傾向に

あり、地元企業をはじめ当金庫の経営環境も各種支援体制も整備されてきたことから、

生活環境や経済環境も、厳しさが和らいできていると感じています。しかしながら、こ

れまでの構造的問題に加え原材料や各種の価格高騰が続く事などが、地域経済の中心で

ある中小企業の業況回復の重荷になっていることから、経済状況の早期の回復が期待さ

れるところであります。 

アフターコロナとなった今、今後も様々な変化が発生する事が考えられますので、地

域金融機関として信用金庫の使命役割を果たすべく、我々役職員一同、尚一層の努力を

して参りますので、今後とも一層のご支援、お引き立てを賜りますようお願い申し上げ

まして、ご挨拶といたします。 

 

令和７年１０月 
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令和7年9月末 令和7年3月末

個人 77.3 77.7

一般法人 14.2 14.6

公金等 8.5 7.7

77.3

77.7

14.2

14.6

8.5

7.7

令和7年9月末

令和7年3月末

令和7年9月末 令和7年3月末

製造業 3.0 3.5

建設業 6.3 7.4

卸小売業 7.3 7.1

不動産業 6.3 6.6

サービス業 9.3 9.8

個人 24.8 24.1

地公体 24.5 23.3

その他 18.5 18.2

3.0 

3.5 

6.3 

7.4 

7.3 

7.1 

6.3 

6.6 

9.3 

9.8 

24.8 

24.1 

24.5 

23.3 

18.5 

18.2 

令和7年9月末

令和7年3月末

●主要な経営指標                     （単位：百万円） 

 令和 7年 3月末 令和 7年 9月末 

自 己 資 本 
（ 純 資 産 額 ） 

3,599    3,870   

預 金 積 金 残 高 115,984   115,303   

貸 出 金 残 高 42,192   41,369   

有 価 証 券 残 高 56,966   55,881   

総 資 産 額 119,933   119,545   

経 常 利 益 71   166    

当 期 純 利 益                 76   165   

自 己 資 本 比 率 13.92％   14.73％   
    

業 務 純 益 184   170   

実 質 業 務 純 益 290   170   

コ ア 業 務 純 益 379   211   

コ ア 業 務 純 益 

(投資信託解約損益を除く) 
379   211   

 

●預金の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●貸出金の内訳 

 

 

 

 

 

 

個人                         一般法人   公金等 

製造業   卸小売業    サービス業 
建設業    不動産業            個人            地公体         その他 
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●有価証券の時価情報                    (単位：百万円) 

 

●自己資本比率 

 

 

 

自己資本比率は、貸出金、国債、株式などの総資産のうち、万一の場合に損失の可能

性がある資産(リスク･アセット)に対して、自己資本がどのくらいの割合であるかを表

しています。又自己資本は、みなさまからの出資金や新井しんきん自体の利益積立金等

からなっています。 

国内のみで業務を行う金融機関(信用金庫等)は、自己資本比率 4％以上の基準を満た

すことが経営体質が健全で問題のない金融機関の条件です。 

新井しんきんは、この基準を大きく上回っています。 

 

     令和7年3月末 令和7年9月末 

自己資本の額 ①  6,971 7,109 

 コア資本に係る基礎項目の額 7,014 7,156 

 コア資本に係る調整項目の額 42 46 

リスク・アセット等の額の合計額 ② 50,069 48,233 

自己資本比率 ①÷②  13.92％ 14.73％ 

単体総所要自己資本額  2,002 1,929 

 信用リスク・アセット、所要自己資本の額 1,896 1,822 

 オペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額 106 106 

 

 令和 7年 3月末 令和 7年 9月末 

帳簿価額 時 価 評価差額 帳簿価額 時 価 評価差額 

その他有価証券 43,892 41,066 △2,826 43,697 40,981 △2,716 

 株 式 839 944 104 839 1,050 211 

債 券 42,238 39,347 △2,890 42,018 39,029 △2,989 

その他 814 774 △40 839 901 62 

満期保有目的の債券 15,900 15,053 △846 14,900 13,901 △998 

合   計 59,792 56,120 △3,672 58,597 54,883 △3,714 

自己資本比率は 14.73％です。 
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● 不良債権の状況 

 

   金融再生法による開示債権額及び保全状況 

  

  新井しんきんの令和７年９月末時点の不良債権は、破産更生債権及びこれらに 

 準ずる債権２５１百万円、危険債権１,４７９百万円、要管理債権５４５百万円の 

 合計２,２７５百万円です。 

 

この不良債権の保全状況は､担保･保証等で１,３５２百万円、貸倒引当金で９０８百 

万円引当済です。 

 

●金融再生法開示債権                   （単位：百万円） 

 令和 7年 3月末 令和 7年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 194   251   

危険債権 1,475   1,479   

要管理債権 541   545   

正常債権 40,034   39,146   

合  計 42,246   41,422   

 

 

●金融再生法開示債権保全状況              （単位：百万円） 

 令和 7年 3月末 令和 7年 9月末 

金融再生法上の不良債権（Ａ） 2,211   2,275   

 破産更生債権及びこれらに準ずる 

債権 
194   251   

危険債権 1,475   1,479   

要管理債権 541   545   

保全額（Ｂ） 2,206   2,260   

 貸倒引当金（Ｃ） 901   908   

担保・保証等（Ｄ） 1,304   1,352   

保全率（Ｂ）／（Ａ）（％） 99.77   99.36   

担保・保証等控除後債権に対する 

引当率（Ｃ）／（（Ａ）―（Ｄ））（％） 
99.44   98.41   
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●主な地域貢献活動、サークル活動 

 

△ロビー展 

糸魚川支店において、 

己書喜楽々(おのれしょきらら)道場師範の 

田原様より道場生の作品をお借りして、 

ロビー展を開催しました。書き方や書き順 

にとらわれず、自由に筆を走らせて自分の 

世界観を表現している作品が来店客に好評 

でした。 

 

                  △映画上映会 

８月１７日(日)ファミリー映画上映会 

を開催しました。 

アニメーション映画「怪盗クルーのミ

ニオン超変身」を上映。 

親子連れなどで賑わいました。 

 

 

△しんきんゴルフコンペ開催 

９月２日(火)妙高カントリー倶楽部に                  

おいてしんきんゴルフコンペを開催。 

快晴の中、大勢の方に参加いただきました。 

 

 

 

△交通安全運動 

春と秋の交通安全週間に、本店駅前にて 

立哨活動を永年実施しています。 

 

 

 

△ＡＢクラブ経営塾 

第１回目を９月１２日(金)に開催。 

全３回コース 
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●地域密着型金融の取組みについて

具体的な取組み内容 

１．個々の課題に応じた取引企業の支援強化   

   地域の発展には、地元中小企業が健全に存続し発展していくことが重要であり、

信用金庫は地域経済及び地域中小企業の発展のために、使命共同体として役割を

果たしていくことが大切であると考えております。企業の経営改善支援に当たっ

ては、決算書、試算書などの定量面のみで判断することなく、企業の技術力、地

域力、経営者の考え、業況等強みや取引先個々の定性面を洗い出し、その上で取

引先経営者と一体となり、事業改善計画、収支計画を策定しキャッシュフローの

確保を目指した経営改善に取り組んでおります。 

   令和 7年度は、経営改善重点対象先に 39先を選定して金融円滑化対象先も含め

てＰ.Ｄ.Ｃ.Ａサイクルにより経営改善に取り組んでおります。コロナ禍により

多くの事業所で売上が大幅に減少し、厳しい状況が継続していますが、事業所と

課題を共有し企業の実態把握に努め、継続的にきめ細かい指導や条件変更等、柔

軟な姿勢でサポートに取り組んでまいります。 

  

 ２．事業性評価によるタイムリーな資金供給 

   事業所への積極的な訪問活動により、取引先の企業実態を把握し、財務諸表のみ

にとらわれない事業性評価を行い、きめ細かな与信判断に努めております。 

   また、経済及び自然環境の変化が事業所の資金繰りに影響を及ぼすことから、米

国関税措置の影響のある事業所に「米国関税措置等に伴う相談窓口」、今夏の渇

水により資金繰り等に影響を受けられた、または今後影響を受ける恐れのある方

からの相談用の「渇水に関する相談窓口」を全店に設置しました。渇水に関しま

しては、資金繰り支援のための「渇水関連対策特別資金」の取扱いを始め、タイ

ムリーな資金供給に努めました。 

 

 ３．外部支援機関との連携 

   当地域では、依然として人口減少や少子高齢化、後継者不在による事業承継問題

等、事業継続における厳しい経済環境や状況が続いております。地元企業の付加

価値を高め、安定して事業が継続されるよう、新潟県よろず支援拠点、新潟県中

小企業活性化協議会、新潟県事業承継・引継ぎ支援センター、Ｍ＆Ａセンター等

外部支援機関の積極的な活用により、事業所の課題である財務内容の改善、販路

拡大、人材の確保、事業承継、Ｍ＆Ａ等に事業所と課題を共有し、課題の解決を

図ってまいります。 また、日本政策金融公庫、新潟県信用保証協会、地公体、

商工会議所、商工会等各種団体との連携により、協調融資や各種経営支援に取組

んでおります。 
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 ４．持続可能な地域経済への貢献 

  ・青少年図書充実のための支援活動 

   昭和５３年に当金庫の創立３０周年記念事業として「将来を担う青少年の為にな

る事業」を行いたいと考え、市及び教育委員会と相談した結果、地域の子供達が

言葉を学び、感性や想像力を養う上で大切な読書活動を充実するために、図書購

入を支援する基金として、市に 1,000万円を寄贈し「青少年図書充実基金」が設

立され、昭和５８年に更に 1,000万円を寄贈しました。この基金の運用収益によ

り、市の図書館および小中学校で毎年図書が購入され、読書活動の充実と青少年

の育成に利用されております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・環境問題への取組み 

   環境問題への取組みが叫ばれている中、当金庫は環境問題に関心を持ち、日々の

活動の中で、二酸化炭素排出量の削減、水資源使用量の節減、廃棄物排出量の削

減等々により、地域環境、地球環境の保全に積極的に取組んでおります。 

   平成２１年８月、全店で「エコアクション 21」の認証を取得し、令和７年８月

の更新審査でも、全店及びＡＴＭ出張所で「エコアクション 21 ガイドライン

2017年版」（環境省）の審査に合格と判定され、引き続き認証登録が認められ

ました。 
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   ・ＳＤＧｓの取組み 

    こどものみらい古本募金は、本を使った「こどもの未来応援基金」への仕組み

です。「こどもの未来応援基金」はすべてのこどもたちが夢と希望を持って成

長していける社会を目指す「こどもの未来応援国民運動」の一環としてつくら

れた基金です。「学びの機会」や「衣食住」が十分でないこどもたちを支援し

ている NPOなどの民間団体を応援するために、読み終えた本をご提供いただけ

ます。皆様の本の買取金額により、貧困の状況にあるこどもが貧困の連鎖から

抜け出せる可能性があります。また、ＳＤＧｓのゴール 1「貧困をなくそう」

に取り組むことができます。当金庫は、この考えに賛同し令和５年４月 10日

からこの取り組みを開始しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・働く環境への取組み 

 新潟県では、男女が共に働きやすく、仕事と家庭生活等が両立できるよう職

場環境を整えたり、女性従業員の育成・登用などに積極的に取り組む企業を「ハ

ッピー・パートナー企業（新潟県男女共同参画推進企業）」として登録し、そ

の取組を支援しています。そのなかでも、特に男性従業員の育児参画支援や従

業員の子育て支援の取組を進めている登録企業を「パパ・ママ子育て応援プラ

ス認定企業」として認定し、その取組を重点的に後押ししています。当金庫も

この考えに賛同し、登録しています。 
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近くて便利な新井しんきん 
 

■営業地域のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＡＴＭ設置状況 

店   内 本店・南支店・北支店各２台，各支店１台 計１５台 

店   外 新井ショッピングモールコア共同出張所          １台 

本店営業部下町出張所                  １台 
計 ２台 

※ＡＴＭ稼働時間【平日】ＡＭ７：００～ＰＭ９：００【土・日・祝】ＡＭ８：００～ＰＭ７：００ 

■店舗のご案内 

本   店 新潟県妙高市栄町２－３ 

田 口 支 店 新潟県妙高市大字関川８－２ 

赤 倉 支 店 新潟県妙高市大字赤倉４４８ 

黒 姫 支 店 長野県上水内郡信濃町大字柏原 74－1 

糸魚川支店 新潟県糸魚川市寺町３丁目９番７号 

脇野田支店 新潟県上越市大和１丁目７番９号 

中 郷 支 店 新潟県上越市中郷区板橋 466－1 

南 支 店 新潟県妙高市学校町３番２５号 

関 山 支 店 新潟県妙高市大字関山 1673－24 

板 倉 支 店 新潟県上越市板倉区針７９４ 

北 支 店 新潟県妙高市柳井田町２丁目８番２６号 

三 和 支 店 新潟県上越市三和区番町 1713－2 

☎0255（72）3101 

☎0255（86）3151 

☎0255（87）2223 

☎026（255）2578 

☎025（552）5566 

☎025（522）1160 

☎0255（74）3201 

☎0255（72）5128 

☎0255（82）2200 

☎0255（78）3321 

☎0255（72）7770 

☎025（532）4530 
 

当金庫のホームページアドレス       

http://www.shinkin.co.jp/arai/    

店 舗 一 覧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   


